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はじめに 

 

本報告書は、「青山高原ウインドファーム風力発電増設事業」を実施するにあたり、「青山

高原ウインドファーム風力発電増設事業に係る環境影響評価書」（平成 23 年 2 月 株式会社

青山高原ウインドファーム）（以下、「評価書」という。）に記載した「事後調査計画」に基づ

き、工事実施時に行うとした水質調査（濁水）、陸生植物（特筆すべき種）、陸生動物（ノス

リ、ヨタカ）、生態系（クマタカ、アセビ－ヤマツツジ群落）について、平成 26 年度の調査

結果を記載したものです。 
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第 1章 事業の概況 

1 事業者の氏名及び住所 

名    称  株式会社青山高原ウインドファーム 

住    所  三重県津市大倉 12番 19号 

代表者の氏名  代表取締役社長 中 西   正 

 

2 事業規模 

○事業敷地面積       約 52.5ha 

○風力発電所出力      80,000kW（2,000kW×40基） 

○風力発電機の台数     40基（伊賀市側：32基、津市側：8基） 

○送電線の新設       架空：77kV、約 5.7km（うち、一部地中線 1.7km） 

○鉄塔の基数        21基 

○変電所及び開閉所の新設  変電所 2ヶ所、開閉所 1ヶ所 

 

3 対象事業の進捗状況 

平成 25年 2月 4日、事業に着手し、現在、土木造成及び風車基礎工事を進めております。 

 

4 調査工程 

調査工程（平成 23年 4月～平成 31年 3月（予定））を表 1-1に示します。 

 

5 調査委託機関 

事 業 者 の 名 称：一般財団法人三重県環境保全事業団 

代 表 者 の 氏 名：理事長 森 本  彰 

主たる事業所の所在地：三重県津市河芸町上野 3258番地 
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2-3 調査方法 

調査は、予め設定した定点における定点観察を基本に実施し、適宜、出現状況に応じて移動

定点調査も併用しました。 

各調査員は 8倍から 10倍程度の双眼鏡または 20倍から 60倍程度の望遠鏡を用いて、出現

する種・個体数・雌雄・行動等を記録し、他の調査員と無線機により交信しながら行動を詳細

に把握しました。なお、調査にあたっては、ノスリ・クマタカ以外の希少猛禽類についても記

録しました。 

基本的な調査の例は写真 2-2-1～2に示したとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-2-1 現地調査状況(左：St.6、中：St.18a、右：St.20) 

 

 

 

 

 

 

写真 2-2-2 現地調査状況(左：St.27、中：St.33、右：移動定点・踏査) 
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2-4 調査日別調査地点等 

現地調査の調査日、調査地点は表 2-2-2に、調査地点位置は図 2-2-1に、各地点からの視野

の合成は図 2-2-2に示したとおりです。 

今回の調査では、下記の項目に留意して実施しました。 

①過去の調査において事業実施区域の近傍で営巣が確認されたノスリ、クマタカの営巣・

繁殖状況 

②事業実施区域の希少猛禽類の利用状況 

③ノスリ、クマタカ以外の希少猛禽類の出現状況 

また、クマタカについてはその繁殖状況をより詳細に把握することを目的に、1月から 4月

の間に 3回、追加調査を実施しました。 

調査地点は、事業実施区域及び既知の営巣地を視野に収める地点を選択し、通常調査では各

日とも 10地点、追加調査では 6地点において調査を実施しました。 
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表 2-2-2 調査日ごとの地点配置及び天候等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

St.1 St.2 St.3 St.5' St.6 St.10 St.11" St.12' St.13 St.14' St.15' St.16 St.16' St.17 St.18a St.20 St.23 St.24 St.26 St.27 St.28 St.29 St.30 St.31 St.32 St.33 St.34 St.35 移動
平成26年1月22日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● 曇時々晴一時雪
平成26年1月23日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● 曇のち晴
平成26年1月24日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● 晴
平成26年2月11日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 晴
平成26年2月12日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 晴のち曇
平成26年2月13日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 曇時々晴
平成26年2月26日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● 晴のち曇
平成26年2月27日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ▲ ▼ 雨一時曇
平成26年2月28日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● 曇のち晴
平成26年3月22日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 晴時々曇
平成26年3月23日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▼ ▲ 晴
平成26年3月24日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 晴
平成26年4月3日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● 晴のち曇
平成26年4月4日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● 曇時々雨のち曇
平成26年4月5日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● 曇時々晴
平成26年4月22日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 曇
平成26年4月23日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▼ 晴
平成26年4月24日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 晴
平成26年5月20日 8:00～16:00 ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ▲ ▼ 曇時々晴
平成26年5月21日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 雨後晴
平成26年5月22日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 曇時々晴
平成26年6月24日 8:00～16:00 ● ▲ ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▼ 晴
平成26年6月25日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ▼ ● ● ● ▲ ▲▼ 晴
平成26年6月26日 8:00～16:00 ● ● ● ▼ ● ● ● ● ● ▲● 曇時々晴
平成26年7月22日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ▼ ● ● ▲ 晴時々曇
平成26年7月23日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 晴時々曇
平成26年7月24日 8:00～16:00 ● ● ● ● ● ● ● ▼ ● ● ▲ 晴時々曇
注)表中の●は終日の実施。▼は開始時から途中まで、▲は途中から終了時までの実施。

天候調査日 調査時間
調査地点
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2-5-2 種別確認状況 

(1) ミサゴ 

3月調査時に 3例が確認されました。確認状況は図 2-2-3に示したとおりです。 

確認位置は馬野川流域、木津川流域及び事業実施区域でしたが、いずれも飛翔のみの事例

で、特筆すべき行動は確認されませんでした。 

 

(2) ハチクマ 

5～7月調査時に 10例が確認されました。確認状況は図 2-2-4に示したとおりです。 

確認位置は奥山川上流域等の事業実施区域に近い場所でも確認されていますが(写真 2-2-

3)、その他、馬野川流域、木津川流域、垣内川流域等、調査範囲内の広域に散在していまし

た。 

また、昨年度は 7 月調査時に餌を持って飛翔する事例が確認されましたが、本年の調査で

は、5 月に事業実施区域東側の大村川流域で両翼をたたき合わせる誇示飛翔が 1 例確認され

たのみで、特筆すべき行動は確認されず、調査範囲付近で繁殖を示唆する行動も確認されま

せんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-2-3 確認されたハチクマ(奥山川流域) 

 

(3) オオタカ 

調査期間を通じて 11例が確認されました。確認状況は図 2-2-5に示したとおりです。 

確認位置は事業実施区域及びその近傍の他、馬野川流域、木津川流域に散在していました。 

確認のほとんどは飛翔の事例で、特筆すべき行動はみられませんでしたが、本種の繁殖期

間(巣内～巣外育雛期)にあたる 6 月調査時に、左妻川流域で確認された事例では、餌と見ら

れる物を掴んだ個体が北寄りに飛翔するのが確認されました。 

なお、この事例を含めて本種の繁殖期間中である 3～6 月調査時に確認された 9 例のうち、

5例が事業実施区域内やその近傍での確認でした。 

 

  


